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今年の７月の日々は雨になることが多く「梅雨」という言葉そのも

のでしたが、これからが夏本番ということでしょうか？ 

青空をふと眺めると耳に響き渡る蝉の声、夜には夏祭りや盆踊り

の太鼓の音が遠くからかすかに聞こえる時期でもありますね。 

私も８月で市議会議員として二年目を迎えますが、初心忘れずに

議会の場で皆様の声を届け、市政に提言してまいります。 

６月定例会クールビズ姿で一般質問登壇状況

 
 ６月定例会は６月１１日から６月２８日までの１８日間の会期で行

われました。 

主な議案としては、平成２５年度盛岡市一般会計補正予算におけ

る歳入歳出予算総額に２,０３２万円を追加し、１,０３８億１,９７１万円

とする議案をはじめ、国民健康保険費特別会計補正予算や介護保

険費特別会計補正予算、中央卸売市場費の特別会計補正予算など

の補正予算関係議案。 

盛岡市市税外歳入督促手数料等徴収条例等の一部改正、盛岡

市スポーツ研修センター条例、盛岡市環境学習広場条例、盛岡市歴

史的町家展示交流館条例、盛岡市職員給与支給条例等の一部改

正、議員発議案として盛岡市議会の議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部改正を含め３３件の議案が可決されました。 

 

 

 

 

この議会活動報

告の作成に関す

る経費は、政務

調査費を充当し

ております。 

私の６月定例会にお

ける一般質問趣旨 

東日本大震災を風化さ

せない取り組みの考え

方。給食基本方針案に

対するパブリックコメン

ト結果を受けての市の

スタンス。不妊に悩む

方への特定治療支援

事業の拡充について。

地震や台風等の際に

児童の下校時に保護

者への引き取り連絡は

一斉送信メールを活用

しては。学校の洋式ト

イレ化等に対し質問・

提言を行った。 



中 村 と お る 「 一 般 質 問 」 要 旨 

 

７月１７日内丸の公園での

アジサイと水面風景。 
 

 
 

５月１６日大槌町にて「希望

の光」高台の公園にて撮影 
 

本会議及び総務常任委員

会での議案に対する私の

主張 

今回の盛岡市職員給与条

例の一部改正の条例議案

の質疑に関し、国が一方的

に地方交付税を削減し、地

方公務員の給与削減を「国

家公務員同様に削減する

よう「要請」としたことは、本

来の地方交付税の基本目

的に悖るものであり、地方

交付税削減する行為は、

「給与を下げろ」と国が「強

要」しているのと同じであ

る。このことは地方自治へ

の国の介入に繋がること、

地方自治の確立の観点か

ら、私は地方議員として「反

対」の立場を貫きました。 

 

東日本大震災の「風化」の懸念について 
   

給食基本方針（案）へのパブリックコメント結果で 
   

方針を変えない。調理場の集約化ありきでは。 
   

質
問 

私
は
、
十
二
月
定
例
会
に
て
、
こ
の
給

食
基
本
方
針
案
が
市
長
の
施
策
に
合
致
し
て

い
る
か
と
質
し
た
際
、
市
長
は
自
ら
の
施
策

に
合
致
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
で
は
、
調
理

場
集
約
化
に
反
対
す
る
割
合
が
多
い
結
果
と

な
っ
た
こ
と
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。 

市
長
答
弁 

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

意
見
の
う
ち
、
約
七
割
が
調
理
場
の
集
約
化

に
反
対
で
あ
る
と
い
う
結
果
は
、
給
食
の
安

全
性
、
食
育
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
、
保
護
者

な
ど
か
ら
不
安
や
懸
念
が
示
さ
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
教
育
委
員
会
で

は
、
こ
う
し
た
意
見
を
十
分
に
考
慮
し
、
さ

ら
に
慎
重
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
安
全
安

心
な
給
食
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
、

学
校
給
食
基
本
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

質
問 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
へ
の
教

育
委
員
会
の
回
答
を
見
る
と
、
調
理
場
の
集

約
化
方
針
は
変
え
な
い
。
集
約
化
あ
り
き
と

感
じ
る
が
、
如
何
か
。 

教
育
長
答
弁
：
基
本
方
針
の
策
定
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
調
理
場
の
形
態
と
し
て
、
単
独

調
理
場
を
改
修
し
て
存
続
さ
せ
る
方
法
や
、

い
わ
ゆ
る
親
子
方
式
の
共
同
調
理
場
の
導

入
、
新
た
な
共
同
調
理
場
の
建
設
な
ど
様
々

な
方
式
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
施

設
の
改
修
や
建
築
を
行
う
場
合
に
必
要
な

土
地
、
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
に
適
合
し

た
施
設
・設
備
の
あ
り
方
、
食
育
の
推
進
や
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
必
要
な
人
員
の
配
置
、

こ
れ
ら
に
要
す
る
経
費
、
関
係
法
令
な
ど

様
々
な
面
で
検
討
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ご
意
見
に
あ
り
ま
し
た
様
々
な
不
安
や

疑
問
点
に
つ
き
ま
し
て
は
十
分
考
慮
し
、
さ

ら
に
慎
重
に
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

質
問 

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
三
ヶ
月

が
経
過
し
、
「風
化
」さ
せ
な
い
た
め
の
市
と

し
て
の
取
組
の
考
え
方
は
。 

市
長
答
弁 

震
災
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
未
来
に
語
り
継
い
で
い
く
と
と

も
に
、
岩
手
の
復
興
を
牽
引
す
る
こ
と
が

本
市
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
千
代
田
区
に
開
設
し
た

「
岩
手
も
り
お
か
復
興
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
お

け
る
活
動
や
支
援
情
報
、
観
光
情
報
を
伝

え
る
復
興
応
援
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
、

復
興
支
援
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
を
通
じ
て
情

報
発
信
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
は
、
被
災
地
と
内
陸
市
町
村
の
市
民
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
士
の
交
流
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
、
引
き
続
き
息
の
長
い
支
援
と
被

災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か

な
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 



 

地震や台風等における児童の下校時対応は 

 

 

玉山区生出地区のユート

ランドにあるメガソーラー

発電量が随時パネルに

表示されています。 

２０１３年５月２日撮影。 

 

 
２０１３年７月２日から３日 

東北新市議会議員研究

会に参加した際に福島駅

西口広場に設置している

放射線量測定器を撮影。

数値は０．２３７マイクロシ

ーベルトです。福島市に

はこうした機器が公共施

設の敷地や児童公園等

に設置されております。 

   

小中学校における校舎内トイレ改修について 
   

質
問
：地
震
や
台
風
の
影
響
で
児
童
の
下
校
時
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
、
ど
の
様
な
対
応

が
図
ら
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
保
護
者
に
引
き
取
り
を
お
願
い
す
る
場
合
、
ど
の
様
に
連

絡
を
取
っ
て
い
る
の
か
。 

教
育
長
答
弁
：
地
震
や
台
風
の
影
響
で
児
童
の
下
校
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
の
対
応
で

す
が
、
学
校
で
は
、
教
職
員
が
付
き
添
っ
て
集
団
下
校
さ
せ
た
り
、
下
校
さ
せ
ず
に
学
校

に
待
機
さ
せ
、
保
護
者
へ
引
き
渡
し
た
り
す
る
対
応
が
取
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
に
対
し
て
引
き
取
り
を
お
願
い
す
る
場
合
の
連
絡
方
法
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
連
絡
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
電
話
や
メ
ー
ル
が
使
え
ず
、

連
絡
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
連
絡
が
つ
い
て
後
に
保
護
者
に
確
実
に
引
き
渡
す
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。 

質
問
：
保
護
者
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
携
帯
電
話
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

地
震
や
台
風
な
ど
で
の
下
校
時
の
児
童
の
引
き
取
り
の
連
絡
は
一
斉
送
信
メ
ー
ル
で
の

連
絡
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
示
せ
。 

教
育
長
答
弁
：
提
言
の
一
斉
送
信
メ
ー
ル
で
の
連
絡
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、
迅
速
か
つ
正
確
に
、
保
護
者
が
何
処
に
い
て
も
連
絡
で
き
る
こ
と
か
ら
、
有
効
な

手
段
で
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
相
応
の
経
費
負
担
が
生
じ
る
こ
と
や
、
毎

年
登
録
手
続
き
事
務
が
必
要
な
こ
と
な
ど
の
課
題
も
あ
る
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

質
問
：
住
宅
建
築
様
式
の
変
化
に
よ
り
家
庭
内
で
も
洋
式

ト
イ
レ
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小
中
学
校
の
既
存

校
舎
の
和
式
と
洋
式
の
割
合
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
備
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

教
育
長
答
弁
：既
存
校
舎
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
で
す
が
、
大
便

器
総
数
２
，
９
３
６
基
の
の
う
ち
和
式
便
器
は
、
２
，
３
１
４

基
あ
り
、
割
合
は
７
８
．
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
様
式
便
器
の

割
合
は
２
１
．
２
％
で
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
設
備
は
小
学
校
５

校
に
１
３
基
、
中
学
校
３
校
に
９
基
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

質
問
：
児
童
生
徒
の
た
め
に
も
既
存
校
舎
の
各
階
フ
ロ
ア
の

和
式
ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
改
修
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
具
体
的
改
修
計
画
等
が
あ
る
か
。 

教
育
長
答
弁
：
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
洋
式
ト
イ
レ
は
、
最
低
で
も
フ

ロ
ア
ご
と
に
男
女
一
カ
所
は
必
要
な
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
設
置
場
所
に
つ
い
て
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
、

今
後
も
計
画
的
に
改
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。 



 
 

写真は福島市のモニタリ

ングセンターにある食材

等の放射線量を測定する

機器。市民からの野菜等

の持込みを受け付け、検

査しておられました。 

 

 
福島第一原発事故を受け

子どもたちが屋外で遊べ

なかった時期があって、そ

の際に市民会館内に子ど

もたちが気兼ねなく砂遊

びが出来る施設を作られ

たようです。 

 
 

不妊に悩む方への特定治療支援事業の拡充を 
   

盛南開発により駐在所の管轄エリアに関して 
   

 

質
問
：
盛
南
開
発
に
よ
り
世
帯

数
が
増
え
、
飯
岡
駐
在
所
の
管

轄
エ
リ
ア
が
広
く
な
っ
た
の
で
は

と
思
う
が
、
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す

る
上
で
流
通
セ
ン
タ
ー
駐
在
所

の
管
轄
エ
リ
ア
の
一
部
見
直
し

や
駐
在
所
を
飯
岡
側
に
移
転
す

る
な
ど
の
県
の
考
え
は
。 

答
弁
：
岩
手
県
警
察
本
部
に
お

尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
交
番
、
駐
在

所
の
所
管
区
域
の
変
更
や
移
転

に
つ
い
て
は
、
昼
夜
の
人
口
、
世

帯
数
。
行
政
区
画
及
び
事
件
、

事
故
の
発
生
状
況
等
の
治
安
維

持
を
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

盛
南
開
発
の
推
移
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。 

質
問
：過
去
に
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
県
内
の
指
定
医
療
機
関
と
県
外
の
指
定
医
療
機
関
の
割
合
は
。 

福
祉
部
長
答
弁
：
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
に
よ
り
、
過
去
に
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方
々
の
県
内
と
県

外
の
指
定
医
療
機
関
で
の
治
療
割
合
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
２
０
年
度
か
ら
２
４
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
実
績
で
、
延

べ
１
０
９
３
人
の
方
が
助
成
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
う
ち
県
内
の
指
定
医
療
機
関
が
７
２
７
人
で
６
６
．
５
％
、
県
外
の
指

定
医
療
機
関
が
３
６
６
人
で
、
３
３
．
５
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

質
問
：
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
治
療
（
一
周
期
約
１
０
日
間
）
に
要
す
る
費
用
が
約
５
０
万
円
以
上
と
聞
く
が
、
こ
れ
は
不

妊
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に
相
当
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
治
療
一
回
当
た
り
の
助
成
額
を
引
き
上
げ
る
制
度
の
新

設
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
見
解
は
。
ま
た
、
不
妊
検
査
や
人
工
授
精
な
ど
の
一
般
不
妊
治
療
、
不
妊
症
に
対
し
て
も
独

自
に
助
成
制
度
を
設
け
る
こ
と
や
特
定
不
妊
治
療
と
助
成
制
度
に
関
す
る
周
知
、
啓
発
を
進
め
、
盛
岡
市
と
し
て
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。 

市
長
答
弁
：
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
の
制
度
に
基
づ
い
て
、
市
の
窓
口
や
医
療
機
関
な
ど
を
通
じ
て
制
度
の
周
知
を
図

り
な
が
ら
、
治
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
を
望
ん
で
い
な
が

ら
、
子
ど
も
に
恵
ま
れ
な
い
方
々
に
と
っ
て
そ
の
治
療
費
の
一
部
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
支
え
に
な
る
と
と
も

に
、
少
子
化
対
策
の
一
環
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
不
妊
や
不
育
症
も
含
め
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
今
月
末
に
財
政

支
援
等
の
拡
充
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
市
と
し
て
不
妊
に
悩
む
方
を
温
か
く
見
守
り
理
解
で

き
る
環
境
作
り
や
、
妊
娠
か
ら
出
産
を
経
て
、
子
ど
も
を
育
て
や
す
い
社
会
づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 


